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12月２日（日）役場大会議室で議会住民懇談会を開催し、「議会基本
条例」の制定に向けて、議会の決意を示すともに、皆様からの

ご意見を伺いました。
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議会基本条例についてどう思うか？テーマ1

◆条例ができてどんどん変わっていってほしい
◆必要に応じて改正をしていってほしい
◆実効性のある条例にしてほしい
◆条例をもっと多くの町民に知ってほしい

テーマ　御嵩町議会基本条例（案）について
～開かれた分かりやすい議会とするために～

御嵩町議会住民懇談会開催御嵩町議会住民懇談会開催

12 月２日（日）役場大会議室で、議会として制定を目指す議会基本条例について皆様からの意見
を聞くため、住民懇談会を開催しました。
御嵩町議会では「いかにしたら議会を活性化できるか」の議論や研修を積み重ね実行に移してき
ました。議会として取り組んできたことを議会基本条例として定めることにより、議会改革の動き
を後退させることなく継続させることができます。以上のことから、議員全員で「議会基本条例を
つくろう！」と決めました。

懇談会では条例（案）の概要を説明し、テーマに沿って皆さまからご意見をお聞きしました。
よせられた主な意見をご紹介します。

グループでの意見を発表していただきました

みたけ議会のたより （平成31年2月15日号）
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町民に開かれた分かりやすい議会ってなに？テーマ2

◆議場で自分の意見が言えるよう検討してほしい
◆住民懇談会の回数を多くしてほしい
◆意見を出したことに対して、議会として誠意ある答えを
早く出してほしい
◆休日・夜間議会の開催をしてほしい
◆町民からの意見をどのように扱ったのか知らせてほしい
◆条例の評価とその結果を公表してほしい
◆議員のなり手不足について検討してほしい
◆議会から積極的にアプローチして、各種団体や若い人と
の意見交換を開催してほしい

＊議会基本条例ってなに？

議会基本条例は、議会活動の理念、原則、制度などの基本的な事項を定めている条例で、
議会のあり方を住民の皆様に対して宣言するものです。

議会基本条例の規定内容
◆議会及び議員の活動原則
◆町民と議会の関係
◆町長等と議会の関係
◆議会の合意形成
◆適正な議会機能　　など

頂いたご意見についてはパブリックコメントの一環として受け止め、
議会でしっかり議論していきます。

たくさんのご意見を頂戴しありがとうございました。

みたけ議会のたより  （平成31年2月15日号）
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小
浜
市
は
福
井
県
南
西
部
に
位
置

す
る
人
口
約
２
万
９
，０
０
０
人
の
若

狭
地
域
の
中
核
都
市
で
、
古
代
か
ら

日
本
海
を
隔
て
た
対
岸
国
と
の
交
易

が
盛
ん
で
、
市
内
に
は
大
陸
文
化
と

の
つ
な
が
り
が
窺
え
る
数
多
く
の
文

化
遺
産
が
点
在
し
、
日
本
海
屈
指
の

要
港
と
し
て
栄
え
て
き
た
古
い
歴
史

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
か
ら
は
、

平
安
時
代
以
降
、
近
江
、
京
都
、
奈

良
に
も
「
鯖
街
道
」
な
ど
を
経
て
各

地
の
物
産
が
運
ば
れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
は
「
若
狭
も
の
」
と
呼
ば
れ
、
京

の
食
卓
を
支
え
て
き
た
伝
統
を
持
っ

て
い
る
。
当
市
は
、こ
の
伝
統
の「
食
」

に
着
目
し
、
人
と
人
が
「
食
」
を
通

し
て
交
流
を
生
み
出
す
こ
と
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
行
政
に
代
わ
っ
て

観
光
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
㈱
ま
ち
づ

く
り
小
浜（
通
称　

お
ば
ま
観
光
局
）」

を
２
０
１
０
年
に
設
立
し
た
。

新
た
な
特
産
品
な
ど
の
開
発

㈱
ま
ち
づ
く
り
小
浜
は
、
会
社
の

利
益
向
上
た
め
、
地
域
に
あ
る
観
光

資
源
を
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
は
な

く
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
に
特
化
し
、

そ
の
付
加
価
値
を
磨
き
上
げ
、
そ
こ

で
し
か
見
ら
れ
な
い
・
味
わ
え
な
い
・

体
験
で
き
な
い
と
い
っ
た
付
加
価
値

の
高
い
魅
力
的
な
観
光
商
品
、
特
産

品
の
開
発
に
特
に
力
を
入
れ
収
益
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

や
る
気
の
あ
る
従
業
員
の
確
保

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
っ
て
も
、
あ

く
ま
で
も
利
益
を
優
先
的
に
追
求
し

て
い
く
考
え
方
で
な
け
れ
ば
会
社
の

継
続
性
・
発
展
性
は
望
め
な
い
と
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
に
も
、
若
く
て

や
る
気
の
あ
る
人
材
が
集
ま
る
魅
力

的
な
会
社
に
す
る
た
め
、
安
定
的
な

収
益
が
望
め
る
会
社
を
目
指
し
て
い

る
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
「
て
ら
す
」
に
期

待
・
議
会
も
サ
ポ
ー
ト

御
嵩
町
で
は
、
名
鉄
御
嵩
駅
舎
に

お
い
て
、
観
光
案
内
業
務
の
一
部
を

一
般
社
団
法
人
「
て
ら
す
」
が
担
い
、

観
光
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
御
嵩
町
の

観
光
資
源
と
し
て
、
願
興
寺
の
歴
史

や
宿
場
町
の
風
情
は
、
そ
の
磨
き
方
、

活
か
し
方
次
第
で
魅
力
的
な
観
光
資

源
に
生
ま
れ
変
わ
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
か
つ
て
は
江
戸
ま
で
続
い

た
歴
史
の
道
、
中
山
道
を
徒
歩
で
訪

れ
る
外
国
人
観
光
客
も
増
え
、
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
つ
つ
あ
る
。「
て

ら
す
」
に
は
、
行
政
に
は
な
い
民
間

の
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を
も
っ
て
、

よ
そ
に
は
な
い
独
自
の
観
光
資
源
を

見
出
し
、
磨
き
上
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、
滞
在

型
農
業
体
験
施
設
や
古
民
家
柏
屋
は
、

観
光
資
源
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
、
今
あ

る
願
興
寺
や
中
山
道
な
ど
の
歴
史
遺

産
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
御
嵩
町
民

の
誇
り
と
な
る
観
光
資
産
に
育
て
上

げ
て
い
く
た
め
、議
会
と
し
て
も
「
て

ら
す
」
と
情
報
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
の

成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

平
成
30
年
10
月
29
日（
月
）

福
井
県
小
浜
市　

お
ば
ま
観
光
局

「
観
光
施
策
と
ま
ち
づ
く
り

会
社
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

小
浜
市
の
観
光
施
策
と

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
の
連
携

観
光
施
策
と
議
会
災
害
対
策
の
先
進
地
を
視
察

 

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
視
察
研
修おばま観光局での研修の様子

古民家を改修した宿泊施設

みたけ議会のたより （平成31年2月15日号）
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大
津
市
は
琵
琶
湖
の
南
西
岸
か
ら

南
岸
に
か
け
て
広
が
る
人
口
約
34
万

人
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
。
大
津
市

議
会
は
、
大
規
模
災
害
な
ど
に
備
え

議
会
や
議
員
の
果
た
す
役
割
、
行
動

指
針
な
ど
を
定
め
た
業
務
継
続
計
画

（
以
下
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
い
ち
早
く
策
定

し
た
先
進
的
な
議
会
で
あ
る
。

御
嵩
町
議
会
で
は
、
平
成
23
年
に

災
害
時
議
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
果
た

す
役
割
や
行
動
の
根
拠
と
な
る
理
念

な
ど
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
新
た
に
災
害
時
の
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
御
嵩
町
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
検
討
す
る
た
め
の
視
察
を
行
っ

た
。

災
害
時
に
お
け
る
議
員
の
行
動

大
津
市
議
会
は
、
災
害
時
の
市
と

の
関
係
に
お
い
て
「
災
害
発
生
の
初

期
段
階
で
は
、
市
職
員
が
情
報
収
集

や
応
急
対
策
に
奔
走
し
混
乱
状
況
が

予
測
さ
れ
る
。
議
会
の
情
報
収
集
や

住
民
か
ら
の
支
援
要
請
と
対
応
な
ど

の
行
動
は
、
そ
の
必
要
性
や
緊
急
性

を
見
極
め
、
職
員
が
初
動
体
制
や
応

急
対
応
に
専
念
で
き
る
よ
う
配
慮
が

必
要
。」
と
し
て
い
る
。
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
と
き
、
我
々
議
員
が

行
動
す
る
際
の
基
本
と
し
て
認
識
す

べ
き
考
え
方
で
あ
る
。

議
員
の
安
否
確
認
と
議
会
災
害
対
策

会
議大

津
市
議
会
で
は
、
災
害
発
生
の

初
期
段
階
の
議
員
安
否
確
認
及
び
対

策
会
議
の
設
置
を
、
局
長
以
下
16
名

の
職
員
が
主
体
的
に
行
う
と
し
て
い

る
。
人
員
的
に
２
名
と
少
な
い
御
嵩

町
で
は
、
す
べ
て
の
局
面
で
極
力
職

員
に
依
存
し
な
い
議
会
自
ら
が
行
動

し
決
定
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

議
員
の
代
わ
り
は
い
な
い

大
津
市
で
は
、
過
去
に
議
員
が
止

む
を
得
ず
消
防
団
長
な
ど
の
要
職
に

就
き
、
災
害
時
の
議
員
招
集
に
遅
れ

支
障
を
き
た
し
た
事
例
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
議
員
の
非
代
替
性
と
し
て
、

原
則
、
議
員
の
消
防
団
幹
部
な
ど
の

兼
任
禁
止
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

人
口
が
少
な
い
御
嵩
町
で
は
、「
議

員
の
代
わ
り
は
い
な
い
」
と
い
う
捉

え
方
を
し
た
い
。
こ
れ
は
、
議
員
自

身
が
被
災
者
に
な
ら
な
い
こ
と
を
前

提
に
、
議
員
自
身
が
住
む
地
域
、
場

所
の
災
害
時
の
危
険
性
を
想
定
し
、

率
先
的
な
避
難
行
動
な
ど
個
々
の
自

助
に
対
す
る
考
え
方
や
自
覚
に
つ
い

て
今
後
議
員
間
で
議
論
し
、
御
嵩
町

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

※
解
説　

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は

B
u
sin
ess C

on
tin
u
ity P

lan

の
略
で

業
務
継
続
計
画
と
い
う
。

大
規
模
災
害
発
生
後
に
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、
事
前
に
議

員
の
行
動
基
準
や
必
要
な
対
策
な
ど
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
意
思
決
定
な

ど
議
会
の
機
能
維
持
を
図
る
た
め
に
定
め

る
業
務
継
続
計
画
の
こ
と
を
い
う
。

平
成
30
年
10
月
30
日（
火
）

滋
賀
県
大
津
市
役
所

「
災
害
時
に
お
け
る
議
会
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
」

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ

大津市役所にて

大津市議会議場での研修の様子

みたけ議会のたより  （平成31年2月15日号）
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第１日目（12月７日）
・議長報告（５件）

・各議案の上程、提案理由の説明（16件）

第２日目（11日）
・一般質問（６議員）

第３日目（12日）
・議案（新規条例２件）を総務建設産業常任委員会に付託

総務建設産業常任委員会（12日）
・御嵩町犯罪被害者等支援条例、御嵩町滞在型農業体験施設の設置及び管理に
　関する条例を審議・採決

第４日目（14日）
・議案の上程、提案理由の説明（１件）

・総務建設産業常任委員会に付託された議案の審査結果報告・審議・採決（２件）

・その他議案の審議・採決（15件）
【議案はすべて原案通り可決し、閉会】

第４回 定例会  12月7日～14日

■30年度補正予算など、議案17件を審議・採決
■６議員が町政について質問

みたけ議会のたより （平成31年2月15日号）

6

最終_みたけ議会のたよりNo132.indd   6 2019/02/08   19:46:47



報報報報

告告告告告告

補補補補

正正正正正

予予予予予

算算算算算算

条
例
の
制
定

●
御
嵩
町
滞
在
型
農
業
体
験
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

上
之
郷
津
橋
に
整
備
中
の
滞
在

型
農
業
体
験
施
設
を
供
用
開
始
す

る
こ
と
に
伴
い
、
設
置
及
び
管
理

に
つ
い
て
定
め
る
た
め
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

移
住
定
住
の
促
進
や
、
農
業
体

験
に
よ
り
新
規
就
農
者
の
確
保
を

促
進
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
を

公
募
し
、
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ

る
こ
と
や
、
利
用
料
金
の
上
限
を

定
め
、
農
業
や
里
山
生
活
な
ど
の

体
験
・
宿
泊
事
業
を
行
う
旨
の
規

定
を
し
て
い
ま
す
。

議
長
報
告

●「
後
期
高
齢
者
の
医
療
の
窓
口
負

担
見
直
し
」
に
あ
た
り
、
原
則

１
割
負
担
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

（
陳
情
者　

岐
阜
県
保
険
医
協
会

 

会
長　

浅
井
德
光
）

●
保
育
士
の
人
材
定
着
・
確
保
の

た
め
職
員
配
置
基
準
と
公
定
価

格
の
抜
本
的
な
改
善
に
む
け
て

国
に
対
し
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情

（
陳
情
者　

全
国
福
祉
保
育
労
働
組

合
東
海
地
方
本
部

 

執
行
委
員
長　

薄
美
穂
子
）

●
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報

告
書

●
定
例
監
査
実
施
報
告
書

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に

つ
い
て
（
平
成
30
年
８
月
分
か

ら
10
月
分
ま
で
）

平
成
30
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
の
補

正
、
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」

推
進
協
議
会
負
担
金
の
追
加
、
県

議
会
議
員
選
挙
に
係
る
諸
経
費
の

増
額
、
御
嵩
小
・
伏
見
小
空
調
設

備
整
備
設
計
及
び
工
事
費
の
増
額

な
ど
に
伴
う
補
正
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

保
険
給
付
費
の
増
額
な
ど
に
伴

う
補
正
で
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
費
の
減
額
や
、

介
護
予
防
指
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
な

ど
に
伴
う
補
正
で
す
。

●
下
水
道
特
別
会
計

長
期
債
元
利
償
還
金
の
減
額
、

中
汚
水
幹
線
管
渠
改
築
工
事
費
の

追
加
な
ど
に
伴
う
補
正
で
す
。

条条条条
例例例例
（（（（
主主主主
なななな
ももも
のののの
））））

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第６号） 1億 8,154万 7千円の増 94億 4,308万 2千円

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 2億 353万 1千円の増 24億 8,888万 1千円

介護保険特別会計補正予算
（第２号、第３号）（保険事業勘定）

108万 1千円の減 17億 2,570万 1千円

下水道特別会計補正予算（第３号） 82万 3千円の減 8億 8,751万 1千円

津橋に整備している農業体験施設

みたけ議会のたより  （平成31年2月15日号）
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すべて
全会一致
でした

審 結議 果

議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

議案第52号 平成 30年度御嵩町一般会計補正予算（第６号）について 可決

議案第53号 平成 30年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第54号 平成 30年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

議案第55号 平成 30年度御嵩町下水道特別会計補正予算（第３号）について 可決

議案第56号 御嵩町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第57号 御嵩町犯罪被害者等支援条例の制定について 可決

議案第58号
学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につ
いて

可決

議案第59号
御嵩町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

可決

議案第60号
御嵩町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

可決

議案第61号 御嵩町分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第62号 御嵩町滞在型農業体験施設の設置及び管理に関する条例の制定について 可決

議案第63号
御嵩町下水道事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
について

可決

議案第64号
工事請負契約の変更について
（平成29年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業あゆみ館防災工事）

可決

議案第65号
指定管理者の指定について
（中保育園の指定管理者　「学校法人　杉山第三学園」）

可決

議案第66号 可児川防災等ため池組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 可決

議案第67号 御嵩町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第68号 平成 30年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 可決

みたけ議会のたより （平成31年2月15日号）
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　一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文責です。一般質問
のページに掲載した内容について、議員に直接連絡がつかない場
合は、ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）を添
えて、議会事務局まで書面にてお届けくだされば、各議員に連絡
いたします。

文責についてお知らせ

　掲載してある質問、答弁は要約となっております。会議録は町
ホームページや議会事務局で閲覧できます。

内容について

一 般 質 問 と は ？
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が町に対して質問を行います。今回
の一般質問であなたの生活にかかわる内容は
ありますか？

高山　由行　議員………………… 10ページ
○広域観光についての町の見解
○町長選挙への立候補の意思を伺う

伏屋　光幸　議員………………… 11ページ
○願興寺本堂修復工事について

安藤　雅子　議員………………… 11ページ
○伏見小学校の大規模改修又は建て替えについて

岡本　隆子　議員………………… 12ページ
○稲荷台自治会の支えあい活動の仕組みづくり
の支援
○まちづくりと可児才蔵

谷口　鈴男　議員………………… 13ページ
○県道御嵩可児線の拡幅と中村大橋の歩道設置
について
○主要地方道多治見白川線の御嵩橋の歩道設置
について

大沢　まり子　議員 …………… 14ページ
○防災減災対策について
○小学生からの生活習慣病予防対策について

（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

す

きいてみたいな、
こんなこと

一 般 質 問

みたけ議会のたより  （平成31年2月15日号）
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問
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
は
導
入
断
念

し
た
が
、
広
域
観
光
と
し
て
の
町
の

具
体
的
な
施
策
を
伺
う

答

 

【
総
務
部
長
】

　

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
は
、
こ

の
地
方
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も

の
で
あ
り
、
現
在
進
め
て
い
る
観
光

連
携
に
影
響
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

広
域
観
光
推
進
組
織
で
あ
る
東
美

濃
歴
史
街
道
協
議
会
は
、
リ
ニ
ア
沿

線
の
７
市
町
の
行
政
・
観
光
団
体
・

岐
阜
県
が
一
体
と
な
り
、
リ
ニ
ア
岐

阜
県
駅
を
中
心
に
歴
史
や
伝
統
文

化
、
地
場
産
業
な
ど
の
地
域
資
源
を

活
か
し
つ
つ
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
町
も
観

光
基
本
計
画
を
活
か
し
つ
つ
事
業
展

開
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、

明
智
光
秀
の
「
麒
麟
が
く
る
」
で
あ

り
、
こ
の
放
送
を
契
機
に
岐
阜
県
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
８

市
町
の
行
政
・
観
光
団
体
と
岐
阜
県

に
よ
る
岐
阜
県
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟

が
く
る
」
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ

た
。
こ
の
活
動
は
今
後
具
体
化
し
て

く
る
が
、
本
町
は
、
国
指
定
重
要
文

化
財
、
願
興
寺
本
堂
と
可
児
才
蔵
を

重
点
に
、
可
能
な
限
り
名
鉄
広
見
線

の
利
用
者
増
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、

中
山
道
の
東
は
も
と
よ
り
、
西
へ
の

つ
な
が
り
も
必

要
と
考
え
る
こ

と
か
ら
「
願
興

寺
」「
可
児
才
蔵
」

を
核
と
し
て
知

恵
を
絞
る
。

問
来
年
度
執
行
予
定
の
町
長
選
挙

へ
の
立
候
補
の
意
思
を
３
期
目
の
ふ

り
返
り
と
共
に
伺
う

答

 

【
町
長
】

　

３
期
の
任
期
を
全
う
す
る
に
は
、
相

応
の
覚
悟
も
必
要
で
あ
る
。
自
分
自
身

に
問
い
か
け
、鼓
舞
さ
せ
る
思
い
か
ら
、

３
期
目
の
政
治
姿
勢
と
し
て
あ
え
て

「
挑
む
」
挑
戦
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を

使
っ
た
。
ま
た
、
臨
む
と
い
う
意
味
も

あ
り
、
覚
悟
を
も
っ
て
３
期
目
に
臨
ん

で
い
る
。

　

政
策
の
中
心
で
は
、
教
育
、
具
体
的

に
は
外
国
語
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

と
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
名
体
制
と
し
、
授

業
の
密
度
を
上
げ
た
ほ
か
、
英
語
が
母

国
語
の
東
濃
高
校
生
に
幼
児
へ
の
教
育

に
参
加
い
た
だ
き
充
実
を
図
る
こ
と
は

で
き
た
。
た
だ
し
、
大
人
へ
の
外
国
語

教
育
は
残
念
な
が
ら
行
き
届
か
な
か
っ

た
の
で
、
講
義
を
根
気
よ
く
開
催
し
て

い
く
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

変
換
ア
プ
リ
の
紹
介
も
考
え
て
い
き
た

い
。

　

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
の
合

意
形
成
は
で
き
て
お
り
、
庁
舎
、
中
保

育
園
な
ど
の
集
約
し
た
施
設
の
移
転
、

新
築
に
も
同
意
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ

の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
原
則
継
続
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
評
価
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
任
せ
す
る
。

　

来
年
度
執
行
予
定
の
町
長
選
挙
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
質
問
を
機
に
、
自
分

自
身
を
分
析
し
、色
々
な
要
素
を
加
え
、

町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
か
否

か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
考
え
て
い
き

た
い
。
や
っ
と
そ
の
地
点
に
立
っ
た
、

ゼ
ロ
か
ら
白
紙
に
戻
っ
た
次
元
で
あ

る
。
非
常
に
難
し
い
局
面
で
も
あ
り
、

熟
議
を
す
る
時
間
、
密
度
を
濃
く
し
、

し
っ
か
り
考
え
結
論
を
出
し
た
い
。

高山由行　議員

広
域
観
光
に
つ
い
て
の
町
の
見
解

願
興
寺
本
堂
と
可
児
才
蔵
を
核
に

広
域
観
光
に
知
恵
を
絞
る

問問答答

町
長
選
挙
へ
の
立
候
補
の
意
思
を
伺
う

ゼ
ロ
か
ら
白
紙
に
、
熟
議
の
う
え
結
論
を
出
す

問問答答

各種観光パンフレット

みたけ議会のたより （平成31年2月15日号）
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問
① 

願
興
寺
本
堂
修
理
保
存
会
で

の
寄
附
金
の
状
況
に
つ
い
て

②
重
要
文
化
財
願
興
寺
本
堂
素
屋
根

工
事
の
見
学
会
に
つ
い
て

③
願
興
寺
「
霊
宝
殿
」
に
つ
い
て

答

 

【
教
育
参
事
】

①
11
月
現
在
で
の
入
金
状
況
は

2
2
9
件
、
5
1
8
万
8
2
0
円

で
あ
る
。
以
前
か
ら
の
寄
附
金
や
願

興
寺
の
自
己
資
金
を
合
計
し
て
、

4
，0
8
2
万
8
，6
5
9
円
と
な

る
が
、
修
理
事
業
に
か
か
る
負
担
金

に
3
，5
0
0
万
円
ほ
ど
が
不
足
し

て
い
る
。

②
今
年
の
２
月
頃
か
ら
関
係
者
を
対

象
に
状
況
報
告
と
し
て
案
内
が
し
た

い
。
来
年
度
以
降
は
、
町
内
の
小
学

生
等
へ
の
文
化
教
育
や
一
般
へ
の
募

金
活
動
及
び
謝
礼
と
し
て
順
次
計
画

し
て
い
く
。
一
般
対
象
で
は
、
土
・

日
を
利
用
し
て
一
日
２
回
、
人
数
は

１
組
25
人
程
度
を
考
え
て
お
り
、
希

望
者
に
は
霊
宝
殿
へ
の
拝
観
も
案
内

す
る
計
画
で
あ
る
。

答
 

【
教
育
長
】

③
昭
和
30
年
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
霊
宝
殿
を
造
営
。
防
災
建
物

だ
が
、
耐
震
や
温
度
・
湿
度
の
管
理

面
か
ら
今
後
の
改
修
は
必
要
で
あ

る
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
仏
像
24
体

を
守
り
、
願
興
寺
の
博
物
館
と
し
て

常
に
一
般
公
開
を
し
て
い
く
な
ど
、

御
嵩
町
の
た
め
に
、
夢
の
あ
る
願
興

寺
活
性
化
構

想
を
作
成
し
、

広
く
周
知
さ

せ
、
最
大
限

の
支
援
を
し

て
い
く
。

問
大
規
模
改
修
又
は
建
て
替
え
ま

で
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て答

 

【
教
育
長
】

　

校
舎
の
耐
震
基
準
は
満
た
し
て
い

る
が
、
老
朽
化
で
の
修
繕
が
多
く
な

り
、
長
寿
命
化
・
大
規
模
改
修
は
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
庁
舎
や
中
保
育
園
、

中
児
童
館
が
優
先
で
あ
る
が
、
校
舎

の
改
修
は
、
新
庁
舎
完
成
後
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
は
な
く
、
新
庁
舎
の
実

施
設
計
が
で
き
、
新
庁
舎
の
事
業
費

が
つ
か
め
て
き
た
ら
、
実
質
の
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
事
前
の
取
組
と

し
て
、
改
修
の
手
法
や
補
助
金
等
の

財
源
検
討
の
た
め
、
建
物
耐
力
度
調

査
や
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
・
個

別
施
設
計
画
の
策
定
に
取
り
か
か
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
平
成
31
年
度

に
実
施
出
来
る
よ
う
、
予
算
要
求
を

し
て
い
る
。

　

改
修
等
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
は
、

安
全
面
や
機
能
面
で
の
不
具
合
の
発

生
な
ど
総
合
的
に
検
討
を
し
な
が

ら
、
き
ち
ん
と
修
繕
を
行
う
よ
う
努

め
て
い
く
。

　

学
校
で
も
、
地
域
と
親
と
先
生
と

子
ど
も
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
、
安

全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

伏屋光幸　議員

願
興
寺
本
堂
修
復
工
事
に
つ
い
て

修
理
時
及
び
完
成
後
の

願
興
寺
活
性
化
構
想
を
！

問問答答

安藤雅子　議員

伏
見
小
学
校
の
大
規
模
改
修

又
は
建
て
替
え
に
つ
い
て

建
物
耐
力
度
調
査
や
個
別
施

設
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む

問問答答

素屋根に覆われた本堂

改修等が待たれる伏見小学校

みたけ議会のたより  （平成31年2月15日号）
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問
高
齢
化
が
進
む
稲
荷
台
で
は
、

住
民
で
移
動
支
援
を
実
施
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。

①
行
政
は
ど
う
支
援
す
る
か

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

ど
う
関
わ
る
か

答

 

【
民
生
部
長
】

①
支
え
あ
い
活
動
は
、
主
体
そ
の
も

の
が
地
域
の
人
で
な
い
と
い
け
な
い

と
考
え
る
。
行
政
が
主
導
と
な
り
行

う
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
「
共
に

考
え
、
共
に
歩
ん
で
い
く
」
そ
ん
な

関
わ
り
方
が
必
要
と
考
え
る
。

　

一
例
と
し
て
、
今
年
度
は
、
御
嵩

町
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
稲
荷
台
自

治
会
と
町
と
が
協
力
し
て
、
稲
荷
台

独
自
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
訓

練
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
の

中
に
、「
災
害
時
に
お
い
て
支
援
を

必
要
と
す
る
方
々
が
居
る
」
と
い
う

こ
と
に
気
づ
く
事
に
よ
り
、
災
害
時

の
避
難
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の

中
で
も
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
居

る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
考
え
る
。

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
い
設

置
さ
れ
、
今
年
度
よ
り
御
嵩
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
１
名
を
配
置

し
た
。
今
後
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
稲
荷
台

の
方
々
と
行
政
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
稲
荷
台
の
支
え
あ
い
活

動
の
取
り
組
み
の
中
で
、
⑴
必
要
と

す
る
人
材
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、

発
掘　

⑵
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化　

⑶
困
っ
て
い
る
方
と
支
え
あ
い

活
動
と
を
つ
な
い
で
い
く
事
を
行

う
。

問
①
才
蔵
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
活
か
す
か

②
ど
の
よ
う
に
し
て
住
民
を
巻
き
こ

み
、
町
を
挙
げ
て
の
才
蔵
に
し
て
い

く
の
か

答

 

【
総
務
部
長
】

①
効
率
的
に
御
嵩
町
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
は
、
県
が
進
め
る
観
光
振

興
に
同
調
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

歴
史
的
に
価
値
の
高
い
建
造
物
や
人

物
と
し
て
、
ま
ず
は
身
近
な
国
指
定

重
要
文
化
財
「
願
興
寺
本
堂
」
に
「
可

児
才
蔵
」
を
加
え
、
２
０
２
０
年
の

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
波

に
乗
せ
た
い
と
考
え
る
。

　

明
智
光
秀
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
可

児
才
蔵
を
町
の
中
だ
け
で
な
く
広
域

な
場
で
様
々
な
歴
史
的
人
物
と
絡
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
才
蔵
の
印
象
付

け
を
強
く
し
つ
つ
売
り
出
し
、
本
町

へ
の
誘
客
の
一
つ
と
し
て
展
開
し
た

い
と
考
え
る
。

②
行
政
は
こ
の
絶
好
な
機
会
に
で
き

る
限
り
の
広
報
活
動
に
努
め
る
こ
と

に
よ
り
、
誘
客
や
来
訪
者
を
地
域
の

潤
い
に
繋
げ
る
た
め
、
各
商
店
な
ど

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ど
う
行
動
い
た
だ

け
る
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
次

年
度
に
向
け
て
戦
国
武
将
の
中
で
も

可
児
才
蔵
を
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る

ク
リ
ス
グ
レ
ン
氏
を
講
師
に
招
き
、

町
民
の
皆
様
に
も
楽
し
く
可
児
才
蔵

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
講
座
を
企
画

し
た
い
。

岡本隆子　議員

稲
荷
台
自
治
会
の
支
え
あ
い
活
動

の
仕
組
み
づ
く
り
の
支
援

共
に
考
え
共
に
歩
ん
で
い
く

問問答答

ま
ち
づ
く
り
と
可
児
才
蔵

町
内
外
に
願
興
寺
本
堂
と

可
児
才
蔵
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

問問答答

可児才蔵が幼少期を
過ごした願興寺

みたけ議会のたより （平成31年2月15日号）
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問
県
道
御
嵩
可
児
線
の
拡
幅
と
中

村
大
橋
の
歩
道
設
置
の
考
え
は

答

 

【
建
設
部
長
】

　

町
は
、
毎
年
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
岐

阜
県
可
茂
土
木
事
務
所
と
行
政
懇
談

会
を
開
催
し
、
要
望
書
を
提
出
し
て

い
る
。

　

こ
の
県
道
御
嵩
可
児
線
の
拡
幅
と

中
村
大
橋
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
の

要
望
に
対
し
て
は
、
県
か
ら
「
国
道

21
号
可
児
御
嵩
バ
イ
パ
ス
と
現
国
道

21
号
を
つ
な
ぐ
都
市
計
画
道
路
で
あ

る
た
め
、
御
嵩
町
と
し
て
の
ま
ち
づ

り
の
中
で
検
討
を
お
願
い
し
た
い
」

と
回
答
を
受
け
た
。

　

現
在
、
町
で
は
、
沿
道
に
家
屋
が

立
地
し
投
資
効
果
に
見
合
う
事
業
効

果
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
都
市
計
画

道
路
は
、
見
直
し
に
向
け
検
討
を
始

め
て
い
る
。
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

中
村
大
橋
は
片
側
歩
道
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
、

事
業
の
早
期
実
施
を
強
く
要
望
し
て

い
く
。

問
主
要
地
方
道
多
治
見
白
川
線
の

御
嵩
橋
の
歩
道
設
置
の
考
え
は

答

 

【
建
設
部
長
】

　

こ
の
主
要
地
方
道
多
治
見
白
川
線

の
御
嵩
橋
の
歩
道
改
良
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
県
か
ら
、「
新
た
に
橋
側

歩
道
橋
を
架
け
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
が
、
通
学
路
の
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
当
面
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
注
意
喚
起
看
板
や
路
側
線
の

引
き
直
し
な
ど
の
安
全
対
策
を
検
討

す
る
」
と
回
答
を
受
け
た
が
、
そ
の

後
の
質
疑
の
な
か
で
歩
道
設
置
箇
所

の
提
案
な
ど
、
踏
み
込
ん
だ
議
論
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
御
嵩
町
長
が
会

長
を
務
め
て
い
る
「
主
要
地
方
道
多

治
見
白
川
線
改
良
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
」
に
お
い
て
も
、
要
望
し
て
い

る
。

引
き
続
き
、
事
業
の
早
期
実
施
を
強

く
要
望
し
て
い
く
。

答

 

【
町
長
】

　

都
市
計
画
道
路
の
橋
の
歩
道
部
分

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
、
総
じ
て

考
え
て
い
く
と
無
理
が
あ
り
、
不
可

能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
御
嵩
橋

そ
の
も
の
の
歩
行
者
の
安
全
と
安
心

を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
に
考
え
を
切
り
か
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
後
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
知
恵
を
絞
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

谷口鈴男　議員

県
道
御
嵩
可
児
線
の
拡
幅
と

中
村
大
橋
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

中
村
大
橋
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

引
き
続
き
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く

問問答答

主
要
地
方
道
多
治
見
白
川
線
の
御
嵩
橋
の

歩
道
設
置
に
つ
い
て

引
き
続
き
県
に
事
業
の
早
期
実
施
を

強
く
要
望
し
て
い
く

問問答答

歩道設置が望まれる中村大橋

児童が通学に利用する御嵩橋

みたけ議会のたより  （平成31年2月15日号）
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問
①
地
区
防
災
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

②
液
体
ミ
ル
ク
や
テ
ン
ト
型
移
動
式

赤
ち
ゃ
ん
駅
、ま
た
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

チ
ェ
ア
の
設
置
に
つ
い
て

③
災
害
用
ト
イ
レ
へ
の
町
民
の
意
識
付

け
・
ト
イ
レ
用
品
の
備
蓄
に
つ
い
て

答

 

【
総
務
部
長
】

①
地
区
防
災
計
画
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
で
の
防
災
活
動
を
内
容
と
し
、

市
町
村
の
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る

こ
と
を
提
案
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
本

町
も
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
に
「
自
主

防
災
会
」
を
組
織
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
自
治
会
長
が
兼
務
で
自
主
防

災
を
担
う
の
は
現
実
的
で
は
な
く
、
自

治
会
に
複
数
人
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
よ
う
と
毎
年
「
防
災
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後
も

全
町
自
治
会
長
会
な
ど
を
通
じ
自
主

防
災
会
の
再
確
認
を
呼
び
か
け
自
治

会
長
と
は
別
に
活
動
い
た
だ
け
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
を
お
願
い
し
て
い
く
。

②
「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
駅
」
は
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
考
え
た
い
。
ま

た
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
チ
ェ
ア
の
配
備
は
、

本
町
に
真
に
必
要
か
を
含
め
検
討
す

る
が
優
先
順
位
は
低
い
と
考
え
る
。
更

に
液
体
ミ
ル
ク
に
あ
っ
て
は
、
配
備

の
順
位
を
上
げ
て
検
討
す
る
。

③
公
助
と
し
て
の
災
害
用
ト
イ
レ
は
、

数
的
に
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
住

民
の
み
な
さ
ま
へ
は
、家
庭
で
の
備
蓄
、

段
ボ
ー
ル
で
作
る
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

「
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
」

で
学
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
に
併
せ
、

是
非
、
防
災
訓
練

に
は
ご
参
加
を
い

た
だ
き
た
い
。

問
健
康
診
断
結
果
と
対
策
、
血
液

検
査
に
よ
る
脂
質
検
査
の
実
施
、
医

師
に
よ
る
出
前
講
座
に
つ
い
て

答

 

【
教
育
参
事
】

　

小
中
学
校
に
お
け
る
生
活
習
慣
病

予
防
は
、
学
習
面
で
は
保
健
体
育
の

授
業
が
、
ま
た
保
健
管
理
面
で
は
生

活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
や
発
育
測
定
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

健
康
診
断
で
の
結
果
は
、
肥
満
傾

向
は
小
学
生
の
中
・
高
学
年
で
約
10
％

と
高
い
が
、
痩
せ
傾
向
は
全
般
的
に

低
い
。
中
学
生
で
は
全
学
年
を
通
し

て
肥
満
、
痩
せ
傾
向
と
も
約
５
％
前

後
と
い
う
現
状
で
あ
る
。小
学
生
で
は
、

肥
満
傾
向
の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
が
、
全
体
的
な
対
策
と
し
て
、
発

育
測
定
の
度
に
保
護
者
あ
て
に
通
知

書
に
て
報
告
す
る
ほ
か
、
定
期
的
な

生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
食
事

や
睡
眠
の
指
導
を
し
て
い
る
。
個
別

的
に
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
、

食
事
や
運
動
面
で
の
注
意
を
文
書
指

導
し
て
い
る
。
特
定
者
に
は
学
校
医

の
個
別
相
談
の
ほ
か
、
栄
養
教
諭
や

保
健
師
に
よ
る
助
言
も
あ
る
。

　

血
液
検
査
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

表
面
化
し
て
い
な
い
肥
満
傾
向
の
児

童
生
徒
を
抽
出
す
る
の
に
有
効
で
あ

り
、
指
導
の
裏
付
け
デ
ー
タ
に
も
な

る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
児
童
へ

の
血
管
注
射
と
い
う
リ
ス
ク
を
と
も

な
う
。
検
査
の
導
入
に
関
し
て
は
、
医

師
会
や
学
校
保
健
会
で
の
協
議
も
必

要
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
い
き
た
い
。

　

出
前
講
座
は
、
有
意
義
な
提
案
で

あ
る
が
、
現
状
で
の
保
健
体
育
授
業

や
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
で
学
習
や
指

導
は
十
分
で
あ
り
、
現
状
で
は
必
要

な
い
と
考
え
て
い
る
。

大沢まり子　議員

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
リ
ー
ダ
ー
の

 

増
員
を
図
り
た
い

問問答答

小
学
生
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
に
つ
い
て

児
童
期
か
ら
の
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

問問答答

移動式赤ちゃん駅

みたけ議会のたより （平成31年2月15日号）
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「
み
た
け
議
会
の
た
よ
り
」

は
年
４
回
発
行
を
し
て
い
ま

す
。
表
紙
色
が
四
季
ご
と
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
が
お
気
付
き
で

し
ょ
う
か
？
寒
い
時
期
の
２
月

号
は
暖
か
さ
を
感
じ
る
ピ
ン

ク
、
５
月
号
は
新
緑
の
グ
リ
ー

ン
、
暑
い
夏
の
８
月
号
は
涼
し

く
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ブ

ル
ー
、
11
月
号
は
紅
葉
の
オ
レ

ン
ジ
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
ピ
ン
ク
、
特
集
ペ
ー

ジ
が
満
載　

研
修
レ
ポ
ー
ト
・

住
民
懇
談
会
・
委
員
会
活
動
な

ど
を
掲
載
、
分
か
り
や
す
く
読

み
や
す
い
内
容
の
濃
い
も
の
に

編
集
し
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
様
方
の
ご
感
想
や

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

M
・
F

編

集
後
記

（H30年11月~H31年1月）議 会 日 誌

　一般質問の模様が生中継（場合によっては録画放送）
されます。ぜひ、ご覧ください。

一般質問はケーブルテレビ可児で
ご覧いただけます

２月 27日　開会日（議案説明）
３月　６　日　一般質問
  　施政方針に対する質問
３月　７　日　一般質問・委員会付記
  　施政方針に対する質問
３月 15日　最終日（審議・採決）

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

平成31年

第１回定例会（予定）次回

お知らせ

11
月

1日 第16回新庁舎整備特別委員会

2日 共和中学校創立70周年記念式典

全国環境整備事業協同組合連合会大会

5日 日の出町議会行政視察来庁

6日 議会報編集委員会、議会活性化研究会

7日 地方自治連絡協議会

12日 可茂町村議会議長会

13日 民生文教常任委員会施設訪問

15日 議会活性化研究会

可茂地域市町村議会議員研修会

18日 松の湖クリーン作戦

可児口腔保健協議会8020表彰式

19日 議会運営委員会、議会活性化研究会

地方財政・金融講演会

21日 町村議会議長全国大会

23日 政権与党国会議員との意見交換会

25日 可児郡消防連合演習

27日 総務建設産業常任委員会協議会

28日 中濃地域農業共済事務組合議会定例会

30日 民生文教常任委員会協議会

議会活性化研究会

12
月

1日 可児郡PTA研究大会

2日 議会住民懇談会

3日 県町村議長会・評議員会

4日 議員全員協議会、議会運営委員会

7日 第４回定例会（初日）、議会活性化研究会

8日 人権講演会

9日 可児駅伝競走大会

11日 第４回定例会（一般質問）

12日 第４回定例会（委員会付託）

総務建設産業常任委員会

14日 議員全員協議会、議会運営委員会

第４回定例会（最終日）、議会報編集委員会

17日 名鉄広見線活性化協議会

18日
地元国会議員訪問（東京）

19日

21日 議会活性化研究会

25日 可児川防災ため池組合議会定例会

可茂広域一部事務組合議会定例会

27日 年末夜警出発式

28日 仕事納めの式

1
月

1日 迎春の会

4日 仕事初めの式

6日 消防出初式

8日 議会報編集委員会

11日 議会活性化研究会

13日 成人式

16日 議会基本条例プロジェクト

17日 地方議会研修会

18日 議会報編集委員会

26日 新丸山ダム転流工トンネル部貫通報告会

28日 議会活性化研究会

29日 議会報編集委員会、可茂地域行政懇談会

30日 地方財政対策等説明会

31日 議会運営委員会、議員全員協議会

　ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役
場２階）で住所、氏名等を所定の用紙に記入後、
傍聴券をお受け取りください。議場傍聴席で傍
聴できます。ぜひ、直接ご覧になってください。

議会傍聴を歓迎

みたけ議会のたより  （平成31年2月15日号）
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T
O
P
IX

議
会
活
動

今
回
が「
平
成
」最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

次
号
は
5
月
15
日
発
行
（
第
1
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。
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日
の
出
町
議
会
が
御
嵩
町
を

行
政
視
察

11
月
５
日（
月
）に
、
東
京
都
日
の
出

町
議
会
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
が
御
嵩

町
の
環
境
基
本
条
例
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
研
究
す
る
た
め
行
政
視
察
に

来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

12
月
18
日（
火
）に
、
衆
議
員
会
館
を

訪
問
し
地
元
選
出
の
金
子
代
議
士
ほ
か

５
名
の
国
会
議
員
と
面
談
し
、
特
定
鉱

害
復
旧
事
業
制
度
の
拡
充
や
、
庁
舎
整

備
に
お
け
る
木
材
利
用
補
助
制
度
の
新

設
な
ど
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
等
施
設
訪
問

11
月
13
日（
火
）に
、
民
生
文
教
常
任

委
員
会
委
員
で
学
校
教
育
現
場
の
現
状

な
ど
を
把
握
し
改
善
に
繋
げ
る
た
め
、

御
嵩
小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
オ
ア

シ
ス
教
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。
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